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　　高校生　～交通手段／買い物

福祉サービス機関一覧

障害福祉サービス事業所ガイドマップ
サービスの解説

　　　　　　　　好きなこと、得意なこと、いいところ／メモ

サポートブック編

情報編

　　　　　　　　　お金の管理／連絡手段／自宅外での経験

　　　　　　　　　参加している団体やサークル／好きなこと、得意なこと、
                     いいところ／メモ

　　青年・成人期　～交通手段／買い物
　　　　　　　　　　　　お金の管理／連絡手段／自宅外での経験

　　中学生　～交通手段／買い物
　　　　　　　　連絡手段／自宅外での経験／参加している団体やサークル
　　　　　　　　好きなこと、得意なこと、いいところ／メモ

　　　　　　　　連絡手段／自宅外での経験／参加している団体やサークル

生活の様子
　　食事／服薬／入浴
　　トイレ／着替え／睡眠
　　洗顔、歯磨き、整容／屋内の移動

医療情報

社会での様子
　　乳幼児期　～行動／友達とのかかわり
　　小学生　～交通手段／買い物

内容
プロフィール
緊急連絡先
生育歴

　　　　　　　　　　　参加している団体やサークル／好きなこと、得意なこと、
                         いいところ／メモ

支援機関の情報

将来の方向性

碧南市ライフステージ支援機関

　　コミュニケーション／こだわり

　　生活のリズム
　　一日の生活リズム

本人の特性
　　かんしゃく・パニック／発作／身体機能の特徴

　　一週間の生活リズム／一年間の生活リズム

サービス等利用計画

内容

　　障害福祉サービス　訪問系／日中活動系／居住系
　　地域生活支援事業　相談支援／日中一時支援／移動支援

福祉サービスを利用するまでの流れ

その他機関

　指定特定相談支援事業、指定障害児相談支援事業、地域生活支援事業
相談機関
医療機関



作成年月日：　　　　年　　　　月　　　　日

自宅　　　　　－　　　　　　－　　　　　　
碧南市

携帯　　　　　－　　　　　　－　　　　　　

＊該当するものに○をつけてください。

　療育手帳
　　（Ａ判定・Ｂ判定・Ｃ判定）

　精神障害者保健福祉手帳
　　（1級・２級・３級）

　身体障害者手帳
　　（1級・２級・３級・４級・５級・６級）

　・視覚　　・平衡感覚　　・聴覚　
　・肢体不自由（上肢 ・ 下肢 ・ 体幹）
　・内部障害
　　（障害部位　　　　　　　　　　　　　　　）

・その他

・手帳無し

性　別

ふりがな

氏　名

愛　称

生年月日

診断名

手帳

障害名

写　　真

　　〒　447　-

年　金 受給していない
　受給している

年金の級
（１級 ・２級・３級）

名前

住　所

年　　　　月　　　　日生まれ

男　　・　　女

□

□

家　族

続柄

□

主な
介護者

□

□

□
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＊緊急時に連絡をとりたい人をお書きください。 作成年月日：　　　　年　　　　月　　　　日

勤務先
電話

メ　　モ

３　三番目に連絡をとりたい人　（家族、後見人、親戚、知人など）

(ふりがな)

名　前 続　柄

勤務先
など

例：株式会社○○

勤務先
など

例：株式会社○○

自　宅 携　帯

自　宅 携　帯

勤務先
電話

勤務先
など

例：株式会社○○
勤務先
電話

２　次に連絡をとりたい人　（家族、後見人、親戚、知人など）

(ふりがな)

名　前 続　柄

１　最初に連絡を取りたい人　（保護者など主な介護者）

(ふりがな)

名　前 続　柄

自　宅 携　帯
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　　　　　　　　　g乳幼児期 出生時の身長 　　　　　　　　　ｃｍ 出生時の体重

歳　　　　か月頃はいはい

中学校

くびのすわり

おすわり

歳　　　　か月頃

歳　　　　か月頃

ずり這い 歳　　　　か月頃

つかまり立ち 歳　　　　か月頃

　発達の経過

療育支援の経緯 歳　　　か月頃から　　　　　　　　　　　　　　を利用

歩行 歳　　　　か月頃

寝返り 歳　　　　か月頃
意味のある言葉を発
す

歳　　　　か月頃

乳幼児期の主な養育
者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校へ通学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校へ通学

学齢期

保育園、幼稚園 歳　　　か月頃から　　　　　　　　　　　　　　ヘ通園

小学校

高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校へ通学

青年・成人期
職歴

職歴

　年　　月
～

　年　　月

　年　　月
～

　年　　月

利用した福祉サービ
ス

ホームヘルプ　・移動支援　・日中一時支援　・ショートステイ
・児童デイサービス　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職歴

学齢期の主な養育者

　年　　月
～

　年　　月

利用した福祉サービ
ス

・ホームヘルプ　・移動支援　・日中一時支援　・ショートステイ
・生活介護　・就労移行支援　・就労継続A型　・就労継続B型
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

青年・成人期の
主な養育者
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期間 年齢 担当者
記入例

Ｈ10年5月～ ３才 ○○病院 ○○先生

　　年　月～

才

　　年　月～

才

　　年　月～

才

　　年　月～

才

　　年　月～

才

☆家族ぐるみの付き合いや、友人など、近所で手助けしてくれる人たちなどがあればご記入ください。

機関名 支援内容
記入例

言語訓練を月に1回、月曜日に行っている。

出生からの支援機関（病院、
保健センター、療育施設、福祉
サービス事業所等）があれば、ご
記入ください。

今まで、どんなところが関
わってきたのでしょう。
過去の支援も現在につなげ

ていきましょう。

　　　　　　さん
（内容）

　　　　　　さん
（内容）

　　　　　　さん
（内容）
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かんしゃく・パニック 有　　・　　無

状況や行動

例：パニックになると、頭を強く壁にぶつけることがある。

前兆や原因として考
えられること

例：○○の行動をとる時は、パニックになる傾向がある。

対応方法

例：てんかん発作が起きた時は、体を横にして見守ってください。

対応方法

例：パニックになった時は、○○をしてくれると落ち着きやすい。

予防

例：事前に予定を確認し、次の行動を認識しやすくする。

発作 有　　・　　無

こんな発作がありま
す

例：てんかん発作があり、突然倒れることがあります。
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対応方法

例：骨折をしやすいので、体を持ち上げる時にはゆっくりと2人で持ってください。

身体機能の特徴

例：大きい音に敏感

身体機能の特徴・感じ方などに
ついて書いてください。

例：左足が麻痺。足を伸ばす時
に痛みがある。

記入した年月：　　　　　　年　　　　　　月
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＊この項目では、「こだわり」についておおまかに記入してください。
　細かい内容は、Ｐ９「生活の様子」やＰ１４「社会での様子」に記入してください。

・水 ・食事 ・時間 ・服

・おもちゃ ・感触 ・音

・その他

相手から本人に伝えるとき

　対応方法

コミュニケーション

・言語　　・ジェスチャー
・絵カードや写真　　・具体物
・その他（　　　　　　　　　　　　）

　拒否のとき

　配慮するポイント

　要求のとき
　配慮するポイント

本人から相手に伝えるとき

こだわり

　こだわりの内容、特徴

・言葉　　・単語レベル　・音声のみ　・絵カードや写真
・ジェスチャー　　・指差し　　・その他（　　　　　　　　　）

主な手段 主な手段　当てはまるものに○をつけてください。
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何の病気でかかる
か

電話番号 診察券番号

何の病気でかかる
か

病院名 主治医

診察券番号

1

診断名 診断を受けた年月 診断を受けた病院

年　　　　月

2

診断名 診断を受けた年月 診断を受けた病院

年　　　　月

1 年　　月　　日

3

診断名 診断を受けた年月 診断を受けた病院

年　　　　月

病歴
過去にかかった病気、けが、手術などで、記録をしておくとよい
内容をご記入ください。

例 H２３年　４月１０日
転倒により右腕を骨折をし、○○病院で手術し1ヶ月
入院。

2 年　　月　　日

3 年　　月　　日

お薬手帳や処方箋など　　　　有　　・　　無
お薬手帳等や処方箋などがあ
れば、添えてください。

診察券番号

4 年　　月　　日

5 年　　月　　日

主治医

電話番号

病院名

何の病気でかかる
か

電話番号

病院名 主治医
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＊ご本人が「できること、持っている能力」に注目して記入してください。
また、「配慮するとよいポイント」は、「こうすると本人の能力が生かせる」「このような支援があると
安定した生活ができる」などの視点からご記入ください。

できること 　該当するものに○をつけてください。

・1人で食べられる。
箸 スプーン フォーク

･1人で水分補給ができる。
　　コップで飲める ストローで飲める

すきなもの

　食物アレルギー
苦手なもの

飲み方 　該当するものに○をつけてください。 　服薬のタイミング
・自ら服薬できる。

・声かけをすれば服薬できる。

・オブラートに包めば服薬できる。

・スプーンで介助すれば服薬できる。

・飲める薬

粉薬　　カプセル　　錠剤　　液体

できること 　該当するものに○をつけてください。

・1人で体と頭を洗える。

・体は自分で洗える。

・体の前部のみ洗える。

・その他

記入のポイント

　配慮するとよいポイント

入浴 　配慮するとよいポイント

　こだわりなど

服薬 □自立　　□一部介助　　□全介助

□自立　　□一部介助　　□全介助

　こだわりなど

食事

　配慮するとよいポイント

　こだわりなど

□自立　　□一部介助　　□全介助
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できること 　該当するものに○をつけてください。

・1人でトイレを済ますことができる。

・声かけをすれば、トイレに行ける。
　こだわりなど

・その他
　生理時の対応

できること 　該当するものに○をつけてください。 例：服の用意をすれば、着替えができる。

・1人で着替えができる。

・その他

着替え

例：排泄は1人でできるが、拭いてあげると清潔に過
ごせます。

・ズボンの上げ下げをすれば、
　1人で排泄できる。

・ボタンやファスナーの支援があれば、
　着替えができる。

・声かけなど見守りがあれば、
　着替えることができる。

　配慮するとよいポイント

トイレ □自立　　□一部介助　　□全介助 　配慮するとよいポイント

・就寝時（寝るとき）について（配慮するとよいポイント）
　こだわりなど

・起床時について　　（配慮するとよいポイント）

睡眠

　こだわりなど

・睡眠中について　　（配慮するとよいポイント）

□自立　　□一部介助　　□全介助
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できること 　該当するものに○をつけてください。 例：自分で磨くが、仕上げ磨きが必要。

・1人で歯磨きができる。

・声かけがあれば、歯を磨く。

・電気かみそりでひげを剃れる。

・一人で洗顔ができる。

・声かけがあれば洗顔ができる。

・その他

　該当するものに○をつけてください。

・歩行（介助なし）

・歩行（一部介助）

・這って移動

・車椅子、バギーで移動

・その他

メモ

屋内の移動 　配慮するとよいポイント

　こだわりなど

例：段差でつまずきやすいので、手を沿えると安全
に歩くことができる。

□自立　　□一部介助　　□全介助

□自立　　□一部介助　　□全介助

　こだわりなど

　配慮するとよいポイント洗顔、歯磨き
整容
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1:00 1:00 1:00

2:00 2:00 2:00

3:00 3:00 3:00

4:00 4:00 4:00

5:00 5:00 5:00

6:00 6:00 6:00

7:00 7:00 7:00

8:00 8:00 8:00

9:00 9:00 9:00

10:00 10:00 10:00

11:00 11:00 11:00

12:00 12:00 12:00

13:00 13:00 13:00

14:00 14:00 14:00

15:00 15:00 15:00

16:00 16:00 16:00

17:00 17:00 17:00

18:00 18:00 18:00

19:00 19:00 19:00

20:00 20:00 20:00

21:00 21:00 21:00

22:00 22:00 22:00

23:00 23:00 23:00

24:00 24:00 24:00

就寝

夕食

一日の生活リズム

帰宅

家の中で遊ぶ

生活のリズム

平日 土日祝日

起床

朝食

身支度

登校

学校

入浴

記入例

1日の生活の様子が分かるよう
に具体的に記入してください。
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備考

記入例

水

季節により変わること
や気を付けること、配
慮するとよいポイントを
書いてください。

例：新学期になり、環境
が変わると、不安定にな
りやすい

月

火

日祝

金

土

午前　8：00～12：00 夜間　18：00～22：00

例：学校 例：学校
16時～○○日中一時支
援

午後　12：00～18：00

春 夏 秋 冬

早朝　　6：00～8：00

季節

木

一年間の生活リズム

一週間の生活リズム

各曜日の生活の様子が分かるようにおお
まかに記入してください。同じ内容のもの
は↓で示してください。
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　該当するものに○をつけてください。

・1人であるく ・伝い歩き

・はいはい ・車椅子、バギー

・だっこ

・外出時の様子 　

・その他

　該当するものに○をつけてください。

・友達と遊ぶのは好き

・友達に手が出てしまう
　ことがある

　

・その他

　好きな遊びは何ですか
　　屋内

　　屋外

・友達にかかわられ
るのは苦手

乳幼児期（～就学前）

行動 　配慮するとよいポイント

例：目に入ったものが気になって、すぐにどこへでも
行ってしまう。家ではカーテンや囲いで、興味のある
ものをかこっている。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

友達とのかかわり 　配慮するとよいポイント

例：自分が遊んでいる時に、友達が入ってくるのが
いやで、暴力をふるってしまうことがある。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

買い物
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小学生

　利用経験があるものに○をつけてください。

・徒歩 ・タクシー

・車椅子、バギー ・バス

・自転車 ・電車

・バイク
＊家族が運転するバイクに乗ることも含みます。

・車
＊家族が運転する車に乗ることも含みます。

・その他

　誰と行きますか。

・1人で買い物に行く

・父 ・母 ・ヘルパー

・その他

　いつ行きますか。

　よく行くお店はどこですか。
　そのお店までどうやって行きますか。

　よく買う物は何ですか。

　どの程度お金の感覚がありますか。 ・その他

・小銭で自動販売機のジュースを買える。

・1,000円の範囲で買い物ができる。

例：信号の判断に迷うことがありますので、声かけ
があると安全に渡ることができます。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

買い物

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

交通手段 　配慮するとよいポイント

　配慮するとよいポイント

例：いくつかの中から選べるようにすると、好きな物
を選びます。

社会での様子
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　どの連絡手段が使えますか。

・使えない ・自宅の電話

・携帯 ・携帯のメール

・パソコンのメール

・その他

　自宅以外で以下の経験がありますか。
・外泊（ある　・　ない）

・食事（ある　・　ない） 配慮するとよいポイント
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境
苦手なこと、苦手な環境

・入浴（ある　・　ない） ・その他
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境

・団体やサークルの名前 ・やっている内容や役割など

連絡手段 　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

自宅外での経験

参加している
団体やサークル
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こんなことが好き、こんなこともできるなど、本人のいいところ、強みなどを書いてください。

「親の思い」や「書ききれなかったこと」
「どんな支援をしたらうまくいったか」などについて書いてください。

メ　　モ

好きなこと、得意なこと、いいところなど
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中学生

　利用経験があるものに○をつけてください。

・徒歩 ・タクシー

・車椅子、バギー ・バス

・自転車 ・電車

・バイク
＊家族が運転するバイクに乗ることも含みます。

・車
＊家族が運転する車に乗ることも含みます。

・その他

　誰と行きますか。

・1人で買い物に行く

・父 ・母 ・ヘルパー

・その他

　いつ行きますか。

　よく行くお店はどこですか。
　そのお店までどうやって行きますか。

　よく買う物は何ですか。

　どの程度お金の感覚がありますか。 ・その他

・小銭で自動販売機のジュースを買える。

・1,000円の範囲で買い物ができる。

例：いくつかの中から選べるようにすると、好きな物
を選びます。

交通手段 　配慮するとよいポイント

例：信号の判断に迷うことがありますので、声かけ
があると安全に渡ることができます。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

買い物 　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境
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　どの連絡手段が使えますか。

・使えない ・自宅の電話

・携帯 ・携帯のメール

・パソコンのメール

・その他

　自宅以外で以下の経験がありますか。
・外泊（ある　・　ない）

・食事（ある　・　ない） 配慮するとよいポイント
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境
苦手なこと、苦手な環境

・入浴（ある　・　ない） ・その他
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境

・団体やサークルの名前 ・やっている内容や役割など
参加している

団体やサークル

自宅外での経験

連絡手段 　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

20



こんなことが好き、こんなこともできるなど、本人のいいところ、強みなどを書いてください。

「親の思い」や「書ききれなかったこと」
「どんな支援をしたらうまくいったか」などについて書いてください。

メ　　モ

好きなこと、得意なこと、いいところなど
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高校生

　利用経験があるものに○をつけてください。

・徒歩 ・タクシー

・車椅子、バギー ・バス

・自転車 ・電車

・バイク
＊家族が運転するバイクに乗ることも含みます。

・車
＊家族が運転する車に乗ることも含みます。

・その他

　誰と行きますか。

・1人で買い物に行く

・父 ・母 ・ヘルパー

・その他

　いつ行きますか。

　よく行くお店はどこですか。
　そのお店までどうやっ行きますか。

　よく買う物は何ですか。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

買い物 　配慮するとよいポイント

交通手段 　配慮するとよいポイント

例：好きなものは買うことができます。困った時に声
掛けがあれば、スムーズに買い物ができます。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

例：信号の判断に迷うことがありますので、声かけ
があると安全に渡ることができます。
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　誰が管理していますか。

・自分で管理

・父 ・母 ・後見人

・その他

　どの程度お金の感覚がありますか。

・小銭で自動販売機のジュースを買える。

・1,000円の範囲で買い物ができる。

・その他

　どの連絡手段が使えますか。

・使えない ・自宅の電話

・携帯 ・携帯のメール

・パソコンのメール

・その他

　自宅以外で以下の経験がありますか。
・外泊（ある　・　ない）

・食事（ある　・　ない） 配慮するとよいポイント
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境
苦手なこと、苦手な環境

・入浴（ある　・　ない） ・その他
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境

お金の管理
　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

例：計画的にお金を使うことが難しいので、必要に
応じた金額を渡すと上手くお金を使えます。

自宅外での経験

連絡手段 　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境
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・団体やサークルの名前 ・やっている内容や役割など

こんなことが好き、こんなこともできるなど、本人のいいところ、強みなどを書いてください。

「親の思い」や「書ききれなかったこと」
「どんな支援をしたらうまくいったか」などについて書いてください。

好きなこと、得意なこと、いいところなど

メ　　モ

参加している
団体やサークル
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　利用経験があるものに○をつけてください。

・徒歩 ・タクシー

・車椅子、バギー ・バス

・自転車 ・電車

・バイク
＊家族が運転するバイクに乗ることも含みます。

・車
＊家族が運転する車に乗ることも含みます。

・その他

　誰と行きますか。

・1人で買い物に行く

・父 ・母 ・ヘルパー

・その他

　いつ行きますか。

　よく行くお店はどこですか。
　そのお店までどうやっ行きますか。

　よく買う物は何ですか。

青年・成人期

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

買い物 　配慮するとよいポイント

交通手段

例：信号の判断に迷うことがありますので、声かけ
があると安全に渡ることができます。

例：好きなものは買うことができます。困った時に声
掛けがあれば、スムーズに買い物ができます。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

　配慮するとよいポイント
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　誰が管理していますか。

・自分で管理

・父 ・母 ・後見人

・その他

　どの程度お金の感覚がありますか。

・小銭で自動販売機のジュースを買える。

・1,000円の範囲で買い物ができる。

・その他

　どの連絡手段が使えますか。

・使えない ・自宅の電話

・携帯 ・携帯のメール

・パソコンのメール

・その他

　自宅以外で以下の経験がありますか。
・外泊（ある　・　ない）

・食事（ある　・　ない） 配慮するとよいポイント
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境

・入浴（ある　・　ない） ・その他
配慮するとよいポイント

苦手なこと、苦手な環境

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

例：計画的にお金を使うことが難しいので、必要に
応じた金額を渡すと上手くお金を使えます。

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

連絡手段 　配慮するとよいポイント

　こだわり、苦手なこと、苦手な環境

自宅外での経験

お金の管理
　配慮するとよいポイント
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・団体やサークルの名前 ・やっている内容や役割など

こんなことが好き、こんなこともできるなど、本人のいいところ、強みなどを書いてください。

「親の思い」や「書ききれなかったこと」
「どんな支援をしたらうまくいったか」などについて書いてください。

好きなこと、得意なこと、いいところなど

メ　　モ

参加している
団体やサークル
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記入例：～が好き、～したいなど 記入例：福祉的就労ができるといい

記入例：自動車免許 記入例：ヘルパー資格

記入例：成年後見人等をお願いしたい人がいる（氏名　　　　住所　　　　　℡　　　　　）

記入例：宗派、寺院等の名称・住所・電話番号、墓の場所等

記入例：～で暮らしたい、～で～と生活し
たいなど

成年後見制度とは、認知症・知的障害・精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方に対して、本
人に代わって不動産や預貯金などの財産を管理したり、必要な契約を行うなど、本人を法律的に保護と支
援をする制度です。

親亡き後のこと

成年後見人の
必要性

親が亡き後、親の
葬式などの対応

本人の思い

記入例：３０歳代頃にはケアホームに入れ
るといい

親の思い

本人の夢、希望

どんな風にくらし
たい？
何がやりたい？
取りたい資格など
はある？

親の本人への思いや（成人する子に対して）願い

子どもが成人
したら、どんな
風にくらしても
らいたい？
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平成２３年８月１７日配布資料

碧南市地域自立支援協議会　作業部会

　情報共有ツール作成ワーキングの記録

　地域自立支援協議会は、障害者自立支援法第77条第一項に規定される組織として、「地域における

障害福祉に関する関係者による連携及び支援の体制に関する協議を行うための会議」として

碧南市でも「碧南市地域自立支援協議会」（以下、「自立支援協議会」とする）として設置されてい

ます。「情報共有ツール作成ワーキング」も自立支援協議会の作業部会として位置づけ、一つの

チームとなり、皆さんが問題を解決してくキーパーソンとして、今日まで活動してきました。

　今日までの活動の経緯を以下のとおり記録しましたので、参考にしてください。

参加者

16名

14名

14名

平成22年11月29日

前回（10月28日）の会議で出された意見を集約し、「連携をするために
何が必要か」について、より具体的にグループワークにて検討。

グループワークより、「記録」「支援をする側」「支援を受ける側」「保護者
が情報をきちんと持つ」「情報の統合」などのキーワードが出る。
市内教育機関では、ステージをまたいで情報が伝わることもあるが、そ
れ以外では、情報が伝わっていない現実も明らかとなる。

本人が将来に渡り情報を持ち、行き先で情報の共有ができるツールの
作成をする方向性がまとまり、「情報共有ツール作成ワーキング」の立ち
上げに至る。（ワーキングメンバーについては、事務局一任で了解を得
る。）

平成23年2月3日

第１回ワーキング。
北名古屋市で先進的にサポートブックを作成し、中心的関わりを持った
尾張中部福祉の杜　高井富夫所長に講演を実施していただき、勉強会
を開催。
講演の要点
　「連携」は支援者側が使う言葉。
　「連携」とは、お互いに自分の仕事、生活、役割から少しはみ出すこと
が必要。
　ツールの作成にあたっては、「支援者側」「利用者側」を分けて考える
べき。北名古屋市の「サポートブック」は利用者側、滋賀県湖南市の「個
別支援移行計画」は、支援者側のツール。

年月日 内容

平成22年10月28日

自立支援協議会の作業部会にて、平成22年3月15日の同会議で平成
22年度の検討内容（情報の共有）として挙げられた課題について、協議
をするための部会を立ち上げる。

碧南市の現状を把握するため、保育、教育機関（養護学校含む）、障害
福祉サービス事業所、精神障害者小規模作業所、市内の団体、精神
科病院、保健所などの支援状況の報告を行う。

グループワークにて、ライフステージに応じた支援の連携のあり方につ
いて意見交換を行う。
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平成２３年８月１７日配布資料

参加者年月日 内容

9名

14名

14名

14名

13名

14名

12名平成23年8月17日

第８回ワーキング。
前回（７月１２日）の会議を基に、サポートブックの原案を確認。

普及、啓発、配布について検討。

平成23年6月15日
第６回ワーキング。グループワーク実施。
3障害特性、4生活状況、5緊急連絡先に記載する内容を再度見直す。

平成23年7月12日

第７回ワーキング。
１～５の項目について、ワーキングで集約した意見の最終確認。
６～１０の項目について事務局案を提案し、最終確認。
サポートブックは、母子手帳の様に利用者側が持つ物であり、作成にあ
たっては利用者、保護者が主となり作成するツールであることを確認。

平成23年4月20日
第４回ワーキング。グループワーク実施。
5緊急連絡先、6医療情報、7社会への適応、8支援の現状、9将来の方
向性について、グループワークにて具体的に検討。

平成23年5月18日

第５回ワーキング。グループワーク実施。
１０地域の社会資源一覧について、グループワークにて具体的に検
討。

1プロフィール、２生活歴に記載する内容を再度見直す。

平成23年2月23日

第２回ワーキング。意見集約は、グループワークを実施。
前回（2月3日）の講演会を経て、「サポートブックを使うとどんな利点があ
りそうか」「今までサポートブックがあったらよかったと思う時は？」につい
て意見集約。何があれば支援や連携につながるのか、具体的な検討の
場となる。

さらに「サポートブックに記載したい情報」について意見集約。
ここで出された意見より、1プロフィール、2生育暦、3障害特性、4生活状
況、5緊急連絡先、6医療情報、7社会への適応、8支援の現状、9将来
の方向性、10地域の社会資源一覧　の10項目の大まかな方向性が固
まる。

平成23年3月17日
第３回ワーキング。
前回〈2月23日）の10項目のうち、1プロフィール、2生育暦、3障害特性、
4生活状況についてグループワークにて具体的に検討。

30


